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「ごあいさつ」

　朝夕の爽やかな風と、赤トンボの舞う光景に秋を感じる今日この頃となりました。会員の皆さ
まにはご健勝の事とお喜び申し上げます。日頃より看護連盟活動にご支援とご協力を賜り感謝

申しあげます。
　昨年から収束の見えない新型コロナウィルス感染症拡大の中、ワクチン接種も加速して参りました。
　しかし、感染は収まらず、看護師の疲労はピークに達しております。1日も早い収束を祈ると同時に昼夜看護業務にご尽
力されている看護職並びに関係者の皆様に敬意を表し、感謝申しあげます。
　さて、去る7月10日に「2021年度沖縄県看護連盟通常総会」は、昨年同様規模を縮小し、参加人数を制限して開催いた
しました。当日は沖縄県看護協会平良孝美会長のご挨拶と日本看護連盟大島敏子会長のビデオメッセージを頂き、また、
看護職の国会議員の先生方のお祝辞は掲示し、披露いたしました。総会は皆さまのご協力のもとスムースに審議事項も承
認され、役員改選では幹事1名、監事1名が新役員に選出されました。退任される役員の皆さまほんとにお疲れさまです。
　沖縄県看護連盟は、2021年度の事業計画を進めておりますが、コロナ禍において施設訪問やnursing　Nowキャン
ペーンの取り組みが出来ず、会員の皆様に大変ご迷惑をおかけしております。
　昨年は新型コロナ感染症対策で昼夜看護業務に関わっている看護職の「現場の声」や危険手当の支給について国会
議員、自民党の県会議員に要望いたしました。一部の病院から危険手当が支給されましたとの報告も受け「政治の力」を
実感しております。今年度も昨年に続き看護の現場で起きている問題を政治の場に届けます。私たちの働く医療現場、介
護の現場、その他看護職が働いている職場の改善は政治の力が必要です。その為にも組織の強化が大切であり、行動す
る会員が不可欠です。
　2022年には参議院選挙があります。現場の声を届ける為にも看護連盟と看護協会は一丸となって看護職代表を国政
に送り出しましょう。私たちの目標は看護協会の政策実現に向けての活動をすることです。看護の力で健康な社会を創
り、日々の看護の喜びがこれからの看護の未来に輝く事を期待します。

沖縄県看護連盟
福　原　美恵子会長

沖縄県看護協会
平　良　孝　美会長

日本看護連盟
大　島　敏　子会長 あ　べ　俊　子衆議院議員

「ごあいさつ」

　2ヶ月続いた緊急事態宣言が、やっと開けましたが、沖縄県の感染拡大も大変でした。皆様
の臨床での頑張りに心から感謝いたします。

そして、ワクチン接種を更に進めて、集団免疫の獲得に近づく努力を続けて参りましょう。
　さて、日本看護連盟のミッションであります第26回参議院議員選挙候補予定者ですが、5月20日には、高階議
員が47都道府県連盟会長の前で、衆議院転戦を宣言されました。
　候補予定者決定する推薦委員会は、全会一致で新人候補に決定し、5月の中央役員会に報告、総会で皆様の
ご承認をいただく予定ですが、諸般の事情から、総会開催を延期しております。
　来年7月、新人擁立での選挙は、決して楽ではありませんが、実現すれば、看護職議員が4人から5人にできる
チャンスですから、今から名前を浸透させる地道な活動が望まれます。
一方で、目前に衆議院選挙が迫ってきております。まずは、看護職を応援する国会議員の勝利に向け、看護の力を
結集してまいりたいと思います。
　私たちの目標は一つ、看護協会が推進する看護政策の実現です。私たちの政策提言は、直接現場の看護に直
結します。看護連盟のスローガンである、“届けよう看護の声を、私たちの未来へ！“に向かって、力強く進んで参り
ましょう！

「コロナ禍における看護人材の確保」

　長く続いている新型コロナウイルスとの戦いに医療や公衆衛生、行政、地域、学校などあらゆ
る場で看護に携わる皆さんは心身ともに疲れ、それでも役割を果たすため粛 と々歩を進めてい

ることと思います。
　7月下旬頃から始まった第5波は想定を超えた感染拡大を呈し、感染者を受け入れる入院病床がほぼ満床となる
ほど重症者が増え、6箇所の宿泊療養施設へも入所できない多くの感染者が自宅療養を余儀なくされました。
　沖縄県ナースセンターでは、自宅療養者へ電話での健康観察にあたる看護職を確保し、コロナ対策本部で活動
してもらっています。電話健康観察は、支援を必要とする人を早く見出して医療やその他の支援につなげる重要な役
割で、看護職の力が求められるものです。今般の感染者数の爆発的な増加でその業務が一時対応困難に陥りまし
た。本会では、会員施設に看護職の派遣を急遽お願いするとともに協会内の看護職員も動員し、80余名の人員を確
保して対策本部での自宅療養者の健康観察にあたりました。
　8月下旬には、入院待機ステーションが那覇に続き沖縄市に開設されることになり、看護職の確保が急務となり
ましたが、この難局も皆様のご協力により乗り越えることができました。多忙な医療現場から多くの貴重な人材を提
供して下さった看護管理者の皆様にこの場を借りて感謝を申し上げます。実際の現場では私の想像を超えた難題
を抱え、日々患者に向き合っていたのではと推察し、頭が下がる思いです。
　コロナ禍が少し静まりを見せていますが、年明けには次の波がやってくることも想定されています。それまでに県
民のワクチン接種率を上げることや現行の感染対策の強化はもちろんですが、私たちは看護専門職の団体として社
会に期待される役割を速やかに、効率的・効果的に果たすために戦略的に取り組まねばなりません。為すべきことは
何かを熟慮して臨みたいと思います。今後ともご協力をよろしくお願いいたします。

「ごあいさつ」

　仲秋の候、皆様ますますご健勝のことと存じます。皆さまのご協力のおかげで、ワクチン接種
は若年層にまで進んでまいりました。一日に100万を超えるスピードです。2021年9月の時点

で、国民の半分はすでに1回目の接種を終えております。心より感謝申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症により、既存の医療体制、看護師の業務環境が抱える課題はより明確になりました。
例えば、休憩室や更衣室に十分なスペースが確保されていないなど、医療機関の構造上の問題があります。これ
には、十分な広さの職員の休憩室や、感染症ゾーニングを含むガイドライン策定を関係省庁に提案しているところ
です。
　新型コロナ患者受け入れや外来での治療には看護師確保が最優先課題です。看護師の皆さまが、ご自身や家
族への感染のリスクと一緒に業務していただいていることに感謝しながら、手当金の確保に関し、自治体を巻き込
みながら取り組んでいく所存です。
　国会閉会後は地元にもどり、地域の方からご意見をいただいております。新型コロナ以外にも課題は山積して
います。
　氏制度の在り方、LGBT、持続可能な年金制度、教育格差の解消など様々な課題に対して、時にはお叱りや厳
しいご意見もいただきます。
　新型コロナへの治療薬の開発も進んでいます。ウイルスの変異は続きますし、Withコロナ下での経済復興への
切り替えが必要です。感染症拡大への対応を進めながら社会全体を俯瞰し、新型コロナを受け入れた日常を構
築する必要があります。
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「ごあいさつ」

　沖縄県看護連盟のみなさま、日頃よりご支援を賜りありがとうございます。
　新型コロナウイルス（以下コロナ）は収束には至っていませんが、徐々にワクチンの接種が

広がり、新たなフェーズへと移行しつつあります。なお一層のコロナ対策を続けつつ、コロナ前の当たり前の日常を
取り戻せるよう前に進んでいきましょう。
　今年8月には厚生労働委員会の場で、厚生労働大臣に対し、「医療従事者への再度の現金給付等の手当の支
給」や訪問看護の更なる活用、中等症患者向けの日帰り点滴センターの設置等を訴えました。これらは連盟会員
の皆様や看護職から届く現場の声を基に、必死に現場で頑張る医療従事者に対し、大臣に向け、強力な政策で
の後押しを求めた形です。また来年の診療報酬改定に向けてもしっかり目を光らせています。
　また厚生労働委員会では、今年1月からの通常国会において、9本の法案が可決されました。男性にも育児休
業の義務化を求める「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び雇用保
険法の一部を改正する法律案」をはじめ、今後の国民生活に直結する法案を多く審議しました。
　日本で初めてコロナが発見されてから1年半以上の月日が過ぎました。この期間、常に最前線で不安と戦いな
がら国民の支えとなっているのは看護職です。厳しい戦いは続いていますが、現場で起きていること、その声を引
き続きお聞かせください。私も国会という現場で、日本の医療を守るために戦い続けます。

「ごあいさつ」

　錦秋の候、沖縄県看護連盟の皆様におかれましては、ますますご清栄のことと存じます。昨年来の
新型コロナウィルス感染症流行により、生活のあらゆる場面で制約が続く中、いのちの最前線に立

ち尊い使命を果たしてくださる看護職とご家族の皆様に敬意を表し、心から感謝を申し上げます。
　私は新型コロナウィルス感染症対策本部の副本部長として、累次に渡る経済対策やワクチン接種に関する提言のとり
まとめ等にあたってきました。さらに政務調査会副会長として、厚生労働及び文教・スポーツ・文化芸術分野を始め、党の
政策立案・審査・運営等を総括する役割の一端を担っております。また行政改革推進本部では副本部長として、デジタル
庁設置とデジタル化推進に係る諸施策の提言を行い、こども庁創設に向けては「こども・若者」輝く未来創造本部の事務
局長代行として、中長期に取り組むべき子ども子育て政策ビジョンと次代に向けた社会保障制度改革の重点項目等を
公表いたしました。加えて、ライフワークでもある女性政策の更なる充実をめざし、昨年発足した日本女性財団と連携して
「ウェルビライフ討論会」を始めました。女性比率の高い看護職は、高い専門性を有し特異な就業形態で社会に広く貢献
しています。しかし必ずしも技術に見合う賃金や処遇とは言い難い状況です。今後どの地域においても看護職がその生涯
を通じて自分らしく活躍できる環境を整えるには、社会全体の看護職への理解を深める不断の努力も必要と感じていま
す。そこで政治経済・教育研究開発分野の女性リーダーから学生まで様々な年代の女性、困難を抱える女性に寄り添う
支援者などの幅広い声を聴き、well-beingな暮らしを実現するための制度や施策について議論しています。
　一人の力はとても小さいかもしれませんが、人生を生きる上で誰しも共通する課題の解決に向けて､互いの知恵を出し
合い希望を抱いて歩むことはできます。沖縄県看護連盟の皆様と歩んだ12年を誇りに、これからも着実に国民のための
政策を実現すべく努めて参ります。末筆ながら、皆様のご多幸とさらなる御活躍を祈念いたします。

「ごあいさつ」

　現場で大変な思いをして地域の医療と健康福祉をお守りくださっている看護職の仲間たちを誇
りに思います。

　私は2014年12月に政界へお送りいただき、看護政策を軸に女性、子ども、立場の弱い人たちの声なき声を大切に、光
の当たらぬところに暖かな光を当てるべく取り組んでまいりました。今年で7年目となりますが、看護と看護職の皆さまの
ために議員バッジをつけて仕事をさせてもらっているとの思いを忘れたことはありません。
　8月4日の衆議院厚生労働委員会閉会中審査では、訪問看護師の確保と支援策について強い思いで訴えました。田村厚
労大臣からは、既に加算がある往診や訪問診療と同様、訪問看護に520点の加算を行うことを明言していただきました。
さらに、10月以降は、3倍の1560点に拡充されました。
　これを訪問看護の役割や体制を整えるチャンスととらえて、訪問看護師の専門性がより評価され、頑張りが報われるよ
う引き続き活動してまいります。
　コロナという危機を前に、デジタル化、感染症対策等今まで固定化されてきたものが大きく動き出しています。多様で柔
軟性のある働き方も加速しました。ワクチン接種のために潜在看護師の掘り起こしが進み、長い間看護職を離れていた
方に、今は多様で柔軟な働き方があることに気付いてもらうことができたのは、看護の人手不足を解消する一助になるか
もしれません。
　誰もがより健康で活躍できる社会へ。「コロナの後のほうが日本は良くなった」と実感できる日本を築いてまいります。
　速やかに皆さまの健康と安心を取り戻し、看護職が疲弊せずいきいきと働き続けられる環境づくりに力を尽くします。
　岸田政権は、コロナ対策として「医療難民ゼロ」とともに、看護師などの賃金上昇を目指した「公的価格の抜本的見直
し」を打ち出しました。
　看護師・保健師出身の国会議員として、実現をバックアップできるよう精一杯選挙戦を戦い抜いてまいります。どうぞお
力をお貸しください。

コロナ禍の中、安心・安全な連盟活動のためWEB機器の整備をしました。
只今！会議や研修会で活用しています。

WEBでも連盟との研修会や意見交換会等が可能ですので、ご要望のある場合は沖縄県看護連盟までご連絡下さい！

たかがい恵美子参議院議員 石田　まさひろ参議院議員

木　村　やよい衆議院議員

WEB会議（オンライン会議）の環境整備をしました！

WEB会議中!

令和３年10月 第22号 （5）沖縄県看護連盟だより令和３年10月（4） 第22号 沖縄県看護連盟だより



「ごあいさつ」

　沖縄県看護連盟のみなさま、日頃よりご支援を賜りありがとうございます。
　新型コロナウイルス（以下コロナ）は収束には至っていませんが、徐々にワクチンの接種が

広がり、新たなフェーズへと移行しつつあります。なお一層のコロナ対策を続けつつ、コロナ前の当たり前の日常を
取り戻せるよう前に進んでいきましょう。
　今年8月には厚生労働委員会の場で、厚生労働大臣に対し、「医療従事者への再度の現金給付等の手当の支
給」や訪問看護の更なる活用、中等症患者向けの日帰り点滴センターの設置等を訴えました。これらは連盟会員
の皆様や看護職から届く現場の声を基に、必死に現場で頑張る医療従事者に対し、大臣に向け、強力な政策で
の後押しを求めた形です。また来年の診療報酬改定に向けてもしっかり目を光らせています。
　また厚生労働委員会では、今年1月からの通常国会において、9本の法案が可決されました。男性にも育児休
業の義務化を求める「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び雇用保
険法の一部を改正する法律案」をはじめ、今後の国民生活に直結する法案を多く審議しました。
　日本で初めてコロナが発見されてから1年半以上の月日が過ぎました。この期間、常に最前線で不安と戦いな
がら国民の支えとなっているのは看護職です。厳しい戦いは続いていますが、現場で起きていること、その声を引
き続きお聞かせください。私も国会という現場で、日本の医療を守るために戦い続けます。

「ごあいさつ」

　錦秋の候、沖縄県看護連盟の皆様におかれましては、ますますご清栄のことと存じます。昨年来の
新型コロナウィルス感染症流行により、生活のあらゆる場面で制約が続く中、いのちの最前線に立

ち尊い使命を果たしてくださる看護職とご家族の皆様に敬意を表し、心から感謝を申し上げます。
　私は新型コロナウィルス感染症対策本部の副本部長として、累次に渡る経済対策やワクチン接種に関する提言のとり
まとめ等にあたってきました。さらに政務調査会副会長として、厚生労働及び文教・スポーツ・文化芸術分野を始め、党の
政策立案・審査・運営等を総括する役割の一端を担っております。また行政改革推進本部では副本部長として、デジタル
庁設置とデジタル化推進に係る諸施策の提言を行い、こども庁創設に向けては「こども・若者」輝く未来創造本部の事務
局長代行として、中長期に取り組むべき子ども子育て政策ビジョンと次代に向けた社会保障制度改革の重点項目等を
公表いたしました。加えて、ライフワークでもある女性政策の更なる充実をめざし、昨年発足した日本女性財団と連携して
「ウェルビライフ討論会」を始めました。女性比率の高い看護職は、高い専門性を有し特異な就業形態で社会に広く貢献
しています。しかし必ずしも技術に見合う賃金や処遇とは言い難い状況です。今後どの地域においても看護職がその生涯
を通じて自分らしく活躍できる環境を整えるには、社会全体の看護職への理解を深める不断の努力も必要と感じていま
す。そこで政治経済・教育研究開発分野の女性リーダーから学生まで様々な年代の女性、困難を抱える女性に寄り添う
支援者などの幅広い声を聴き、well-beingな暮らしを実現するための制度や施策について議論しています。
　一人の力はとても小さいかもしれませんが、人生を生きる上で誰しも共通する課題の解決に向けて､互いの知恵を出し
合い希望を抱いて歩むことはできます。沖縄県看護連盟の皆様と歩んだ12年を誇りに、これからも着実に国民のための
政策を実現すべく努めて参ります。末筆ながら、皆様のご多幸とさらなる御活躍を祈念いたします。

「ごあいさつ」

　現場で大変な思いをして地域の医療と健康福祉をお守りくださっている看護職の仲間たちを誇
りに思います。

　私は2014年12月に政界へお送りいただき、看護政策を軸に女性、子ども、立場の弱い人たちの声なき声を大切に、光
の当たらぬところに暖かな光を当てるべく取り組んでまいりました。今年で7年目となりますが、看護と看護職の皆さまの
ために議員バッジをつけて仕事をさせてもらっているとの思いを忘れたことはありません。
　8月4日の衆議院厚生労働委員会閉会中審査では、訪問看護師の確保と支援策について強い思いで訴えました。田村厚
労大臣からは、既に加算がある往診や訪問診療と同様、訪問看護に520点の加算を行うことを明言していただきました。
さらに、10月以降は、3倍の1560点に拡充されました。
　これを訪問看護の役割や体制を整えるチャンスととらえて、訪問看護師の専門性がより評価され、頑張りが報われるよ
う引き続き活動してまいります。
　コロナという危機を前に、デジタル化、感染症対策等今まで固定化されてきたものが大きく動き出しています。多様で柔
軟性のある働き方も加速しました。ワクチン接種のために潜在看護師の掘り起こしが進み、長い間看護職を離れていた
方に、今は多様で柔軟な働き方があることに気付いてもらうことができたのは、看護の人手不足を解消する一助になるか
もしれません。
　誰もがより健康で活躍できる社会へ。「コロナの後のほうが日本は良くなった」と実感できる日本を築いてまいります。
　速やかに皆さまの健康と安心を取り戻し、看護職が疲弊せずいきいきと働き続けられる環境づくりに力を尽くします。
　岸田政権は、コロナ対策として「医療難民ゼロ」とともに、看護師などの賃金上昇を目指した「公的価格の抜本的見直
し」を打ち出しました。
　看護師・保健師出身の国会議員として、実現をバックアップできるよう精一杯選挙戦を戦い抜いてまいります。どうぞお
力をお貸しください。

コロナ禍の中、安心・安全な連盟活動のためWEB機器の整備をしました。
只今！会議や研修会で活用しています。

WEBでも連盟との研修会や意見交換会等が可能ですので、ご要望のある場合は沖縄県看護連盟までご連絡下さい！

たかがい恵美子参議院議員 石田　まさひろ参議院議員

木　村　やよい衆議院議員

WEB会議（オンライン会議）の環境整備をしました！

WEB会議中!

令和３年10月 第22号 （5）沖縄県看護連盟だより令和３年10月（4） 第22号 沖縄県看護連盟だより



2021年度　「沖縄県看護連盟通常総会」

　2021年度の通常総会は、新型コロナウイルス感染予防のため、参加人数の制限をして開催致しまし
た。紙上報告を含め、報告事項及び協議事項のすべてに承認を得ました。
　会員の皆様、ありがとうございました。

日　時：2021年7月10日（土）　場　所：ハーバービューホテル
参加者：出席会員48名、県役員10名、委任状2,531名／合計2,589名

（プログラム）
【第一部】
演　題：「臨床と看護政策を結ぶもの」

～看護師の自律～
講　師：日本看護連盟 会長 大島敏子 先生
【第二部】
演　題：「看護管理者に求められる倫理的資質とは何か？」

～立ち止まり、選択を意識し、中間で共に悩む～
講　師：琉球大学病院 地域・国際医療部 臨床倫理士　

金城隆展 先生

「ポリナビワークショップin沖縄」
日　時：2021年3月13日（土）　場　所：沖縄県看護研修センター　参加者：69名

「沖縄県看護連盟 リーダー研修会」
日　時：2021年3月13日（土）　場　所：沖縄県看護研修センター　参加者：91名

会場の様子

会場の様子

仲宗根純也先生 伊波千恵子先生

大島敏子先生 金城隆展先生 講師の先生と一緒に !

與那覇美奈子先生 原國政直先生
司会の
小禄支部長

会場の様子

沖縄県看護連盟福原会長のあいさつ 沖縄県看護協会平良会長のあいさつ

総会でのひとコマ 日本看護連盟大島会長のリモートでのあいさつ

議事進行中の議長団 議事進行のひとコマ

令和３年10月 第22号 （7）沖縄県看護連盟だより令和３年10月（6） 第22号 沖縄県看護連盟だより



2021年度　「沖縄県看護連盟通常総会」

　2021年度の通常総会は、新型コロナウイルス感染予防のため、参加人数の制限をして開催致しまし
た。紙上報告を含め、報告事項及び協議事項のすべてに承認を得ました。
　会員の皆様、ありがとうございました。

日　時：2021年7月10日（土）　場　所：ハーバービューホテル
参加者：出席会員48名、県役員10名、委任状2,531名／合計2,589名

（プログラム）
【第一部】
演　題：「臨床と看護政策を結ぶもの」

～看護師の自律～
講　師：日本看護連盟 会長 大島敏子 先生
【第二部】
演　題：「看護管理者に求められる倫理的資質とは何か？」

～立ち止まり、選択を意識し、中間で共に悩む～
講　師：琉球大学病院 地域・国際医療部 臨床倫理士　

金城隆展 先生

「ポリナビワークショップin沖縄」
日　時：2021年3月13日（土）　場　所：沖縄県看護研修センター　参加者：69名

「沖縄県看護連盟 リーダー研修会」
日　時：2021年3月13日（土）　場　所：沖縄県看護研修センター　参加者：91名

会場の様子

会場の様子

仲宗根純也先生 伊波千恵子先生

大島敏子先生 金城隆展先生 講師の先生と一緒に !

與那覇美奈子先生 原國政直先生
司会の
小禄支部長

会場の様子

沖縄県看護連盟福原会長のあいさつ 沖縄県看護協会平良会長のあいさつ

総会でのひとコマ 日本看護連盟大島会長のリモートでのあいさつ

議事進行中の議長団 議事進行のひとコマ

令和３年10月 第22号 （7）沖縄県看護連盟だより令和３年10月（6） 第22号 沖縄県看護連盟だより



「日本看護協会参与 友納理緒」氏紹介

新役員研修会の様子です！

2021年度　沖縄県看護連盟役員

　連盟機関誌N∞アンフィニの連載「ナースの為の判例解説」で皆さんご存知の「友納理緒氏」をご紹介
いたします。
　「友納理緒氏」氏は現在、看護師、保健師、弁護士として関連する法律・裁判例をわかりやすく伝える講
演や、執筆活動でご活躍中です。
　「日本看護協会 友納理緒参与に聞く！看護職と法律のこと」を別刷りで同封しております。
　「友納理緒」氏は日本看護連盟の推薦委員会で推薦をいただいております候補予定者です。ぜひご覧
になって頂き、今後ともご支援をよろしくお願いいたします。

　9月18日（土）14時から16時まで県看護連盟事務所で、集合とリモートを併用し新役員研修会を行い
ました。
　新役員の皆さん！「看護の未来」に向け、ともに頑張りましょう。よろしくお願いします。

公益社団法人日本看護協会 参与

日本看護協会HP：看護職が知っておきたい法律
上の知識について、友納参与がわかりやすく動
画で解説しています。

友納 理緒
看護職と
法律のこと

保健師・看護師・弁護士

と も の う り お

東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科博
士前期課程終了、早稲田大学大学院法務研究
科修了。
看護師、保健師であり弁護士。
医療現場を経験する中で、医療事故の発生時に
医療者の力になりたいと考え、弁護士を志す。

プ
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ル

友納理緒参与に聞く !

リモート参加の新役員の皆さん!

役職名
会　長
副会長
副会長
幹事長
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
監　事
監　事
顧　問
顧　問
顧　問

氏名
県役員

福原　美恵子
宮城　惠子
錦古里　光子
仲里　艶子
中村　洋子
塚田　由美子
與座　基子
翁長　多代子
宜野座　妙子
中村　啓介
仲宗根　千代
外間　貴子
前田　よし子
村山　政代
喜友名　和子

四本　恵美子
津波　初枝
仲宗根　ゆかり
島袋　綾子
古波倉　美登利
亀谷　敏明
小禄　理絵
松元　由美子
小西　智恵
有銘　淳子
前里　直也
上盛　厚子

外間　順治

上地　佳代

平良　由利子
比嘉　直美
宮城　幸江
池宮　康雄
照屋　祐子
大田　米子
三浦　夕香
大城　正志
奥浜　杖子
友寄　幸子

支部名
北部支部
中部北支部
なかがみ支部
中部南支部

ハートライフ支部
浦添支部
浦添第二支部
那覇支部
南部支部
友愛会支部
宮古支部
八重山支部

青年部長

支部長 幹事長
支部長・幹事長

青年部
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「日本看護協会参与 友納理緒」氏紹介

新役員研修会の様子です！

2021年度　沖縄県看護連盟役員

　連盟機関誌N∞アンフィニの連載「ナースの為の判例解説」で皆さんご存知の「友納理緒氏」をご紹介
いたします。
　「友納理緒氏」氏は現在、看護師、保健師、弁護士として関連する法律・裁判例をわかりやすく伝える講
演や、執筆活動でご活躍中です。
　「日本看護協会 友納理緒参与に聞く！看護職と法律のこと」を別刷りで同封しております。
　「友納理緒」氏は日本看護連盟の推薦委員会で推薦をいただいております候補予定者です。ぜひご覧
になって頂き、今後ともご支援をよろしくお願いいたします。

　9月18日（土）14時から16時まで県看護連盟事務所で、集合とリモートを併用し新役員研修会を行い
ました。
　新役員の皆さん！「看護の未来」に向け、ともに頑張りましょう。よろしくお願いします。

公益社団法人日本看護協会 参与

日本看護協会HP：看護職が知っておきたい法律
上の知識について、友納参与がわかりやすく動
画で解説しています。

友納 理緒
看護職と
法律のこと

保健師・看護師・弁護士

と も の う り お

東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科博
士前期課程終了、早稲田大学大学院法務研究
科修了。
看護師、保健師であり弁護士。
医療現場を経験する中で、医療事故の発生時に
医療者の力になりたいと考え、弁護士を志す。

プ
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ィ
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ル

友納理緒参与に聞く !

リモート参加の新役員の皆さん!

役職名
会　長
副会長
副会長
幹事長
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
監　事
監　事
顧　問
顧　問
顧　問

氏名
県役員

福原　美恵子
宮城　惠子
錦古里　光子
仲里　艶子
中村　洋子
塚田　由美子
與座　基子
翁長　多代子
宜野座　妙子
中村　啓介
仲宗根　千代
外間　貴子
前田　よし子
村山　政代
喜友名　和子

四本　恵美子
津波　初枝
仲宗根　ゆかり
島袋　綾子
古波倉　美登利
亀谷　敏明
小禄　理絵
松元　由美子
小西　智恵
有銘　淳子
前里　直也
上盛　厚子

外間　順治

上地　佳代

平良　由利子
比嘉　直美
宮城　幸江
池宮　康雄
照屋　祐子
大田　米子
三浦　夕香
大城　正志
奥浜　杖子
友寄　幸子

支部名
北部支部
中部北支部
なかがみ支部
中部南支部

ハートライフ支部
浦添支部
浦添第二支部
那覇支部
南部支部
友愛会支部
宮古支部
八重山支部

青年部長

支部長 幹事長
支部長・幹事長

青年部
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「看護連盟支部長を終えて」

　中部南支部長を三期、九年間勤めその任期を終了しました。看護の代表を国政の場に送り出す責務を
目標に活動を行ってきました。最初に取り組んだ活動は、看護の代表、石田昌弘氏を第二十三回参議院選

に承認された新人候補でした。是が非でも国政にと活動を展開し決起大会や、連盟役員を中心に電話作戦等を行い平成二十五
年七月に参議院選自民党比例第十一位で初当選しました。特定医療行為に係る看護師の研修制度創設や、雪害による第百三
回看護師国家試験の追加等、看護の代表議員としての手腕を発揮され実績を確実に残されています。現在も二期目の当選を最
高得票で獲得され、社会保障政策の代表議員として活躍されています。公的にも「看護職員ひとりひとりの働く環境を改善し、い
い看護ができたという実感を日々 得られる、プライドとプロ意識を持って看護ができる、そんな現場を目指します」と掲げられていま
す。
　実に頼もしく、心強い発言ではないでしょうか。私も役割を終え同時に定年退職を迎えましたが、確実に看護職の社会的評価
も変ってきました。現在、現役で働かれている看護師の方 は々コロナ禍で大変な思いもされていると思います。しかし、安心して希
望を持って使命を果たして下さい。石田昌弘議員は第二百四回厚生労働委員会で「災害級と言われる中で医療従事者も使命感
を持って努力を続けていますが、限界があります。スタッフが燃え尽きないためにも、医療従事者の心を守るんだという政策を進め
るべきです」とひとりひとりの思いを代弁されました。先に述べた通り公約を推進するには、職場の人員確保、処遇の改善、資質の
向上で連盟の役割は必要です今以上に理解され改革推進の協力を衷心より切望します。

「看護連盟支部長の役割を終えて」

　昨年来の新型コロナウイルス感染拡大で緊急事態宣言が延長される等、本県の10万人当たりの感
染者数は、全国1位という深刻な状況にあります。その様な中で、年に一度の通常総会も感染予防の為

に参加人数を制限しての開催になりました。私は、県看護連盟の幹事として3期9年間の役目を終了しましたが、「ベッドサイ
ドから政治を変える！」スローガンのもと、会員の皆様と共に活動できましたことに心より感謝申し上げます。
　看護連盟は、看護協会と役割を分担しながら、協働して活動し看護現場の問題解決を図っていくことです。看護の問題解
決のために政策提言を行い、政治活動をしていくための組織です。そのためには、看護の代表を国会に送り発言してもらわ
ねばなりません。「政治は、生活なり！」私たちの暮らしや　看護を変えていくための組織活動は、益々重要になります。
　沖縄県看護協会の会員は1万人余、看護連盟の会員は3千人余と、組織率は決して良いとは言えません。今後は、一会員
として看護連盟の組織強化・活動に皆様と共に頑張って行きたいと思います。コロナ医療現場でご苦労なさっている仲間の
皆様に敬意を表しますと共に、皆様の健康とご活躍をお祈り申し上げます。ありがとうございました。

「幹事の役割頑張ります」

　新型コロナウイルス感染の終息が見えない中、その状況下で頑張っていらっしゃる会員の皆様に敬意を
表するとともに、皆様の活躍を心強く思います。

　未知のウイルスとの闘いに加え、超高齢化社会が進む中、私たちの役割はさらに重要になってきています。その社会的役割を果
たすためにも、保健・医療・福祉の現場で働く私たち一人ひとりが健康で、やりがいを持ち、働き続けられる環境づくりが重要と
なってきます。看護協会は、看護師のキャリアアップ、働く側と看護を受ける側双方が安心して生活ができる等の政策提言を行い、
看護連盟は、現場の意見を反映し看護協会の政策実現のために、その声を国政に代表を送る役割を担っています。その活動の
成果の一つとして、今回の新型コロナウイルスと闘う看護職への慰労金が支給されました。
　看護の発展のためには、これまで以上に、看護協会と看護連盟が両輪となり、私たちの組織代表を国会に送りこむ必要があり
ます。次年度は、参議院選挙が待っています。
　私は、これまで施設支部として活動してきました。今回、看護連盟幹事という新しい場とチャンスを与えて下さったことに感謝い
たします。2021年度の看護連盟事業計画の重点方針が、「みえる活動・行動する会員・確かな組織づくり」となっています。
　その達成に向け微力ではありますが、組織運営に尽力してまいりますので、ご協力・ご指導宜しくお願いします。看護の力を未来
に繋げるよう、共に前進していきましょう。

「若い世代にも看護連盟活動に参加してほしい」

　会員の皆様には日頃より看護連盟活動にご支援とご協力を賜り感謝申し上げます。また、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、会員の皆様におかれましてもご施設での対応や感染症拡大防止にご尽力いた

だき心から敬意を表します。この度、県幹事に就任いたしました中村啓介と申します。私にとっては大役を仰せつかり身の引き締ま
る思いです。これからも看護連盟に貢献できるよう精一杯頑張りたいと思います。
　これまで私は青年部として数年間活動させていただきました。はじめは少数での活動でしたが、年々仲間が増えていき若手会
員と楽しくポリナビワークショップを開催してきました。青年部で学んだことは、沖縄には諸先輩方が築き上げてこられた誇れる歴
史があり、看護の未来を考えるヒントがあるということです。以前は、看護職として従事していても沖縄県の看護の歴史や国会議員
の活動まで知ることがありませんでした。看護連盟活動を通して看護と政策がとても関連していることや看護の現場の声を届ける
大切さも教わりました。今はさまざまな医療現場での対応や看護職の役割拡大が求められており、看護師の環境も変わっていき
ます。今後は看護の歴史を紡いでいき、若い世代にも看護の未来を語っていただけるようにしたいと思います。今後ともご指導、ご
鞭撻の程をよろしくお願い申し上げます。

沖縄県看護連盟
桑　江　喜代子前幹事

沖縄県看護連盟
翁　長　多代子幹事

沖縄県看護連盟
中　村　啓　介幹事

沖縄県看護連盟
外　間　貴　子監事

中部南支部
曽　根　史　郎前支部長

「看護連盟支部長を終えて」

　今回、看護連盟南部支部支部長の任を終えることになりました。
　任期3年間のうち、約半期以上がコロナ禍にあり、積極的な支部活動に取り組めず、力を発揮することが

出来なかったことを大変申し訳なく思っております。しかし、連盟に関わらせて頂いたことで、諸先輩方と出会い多くのことを学ぶ良
い機会となりました。
　今日、私たち看護職者が安全な環境で働くことができるのは、看護職の代表である国会議員の先生方が現場のあらゆる問題・
課題解決にご尽力されたおかげです。その国会議員の先生方を国会に送り出せたのは、縁の下の力持ちとして看護連盟の功労
があってこそだと思っています。今後もしばらく新型コロナウィルス感染予防をしながらの連盟活動は続くと思われますが、早期の
コロナ終息を願いつつ、役員の方 の々ご活躍をお祈りいたしております。
　今後は一会員として、看護職が抱える様 な々問題の多くは政治的手段によってしか解決できないということを会員・非会員へ浸
透させるべく微力ながら尽力していきたいと思います。

南部支部
徳　山　みゆき前支部長

「新役員を受けて」

　この度、監事の任を受けました外間貴子と申します。改めて責任の重さを感じております。
　私が看護連盟に入会した当初は、看護連盟の組織について理解できていませんでした。看護連盟の活

動に参加していくことで、諸先輩方が看護に対する情熱と熱意をもって取り組んでこられたことの歴史や、様 な々看護現場の問題
を解決するため国政の場で看護の　代表者が活躍されていることも知りました。その学びを活かし、看護連盟の活動について　
理解を深めるために自施設スタッフの看護連盟総会や研修会の参加を促してきました。今後も、継続していきたいと思います。
　今、私たちが働く医療の現場は、これまで経験したことのないCOVID-19感染拡大により不安と恐怖を抱えながらも看護職一
人一人が使命感と責任感をもちながら看護現場で活躍しています。看護職の労働環境が改善され、看護職一人一人がやりがい
をもって働いていけるよう「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」新しいスローガンのもと、一人でも多くの会員数を増やし、現場
の声を届けていけたらと思います。
　まだまだ微力ですが、会長をはじめ諸先輩方にご指導いただきながら精一杯頑張っていく所存です。ご指導・ご鞭撻のほど、宜
しくお願い致します。
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「看護連盟支部長を終えて」

　中部南支部長を三期、九年間勤めその任期を終了しました。看護の代表を国政の場に送り出す責務を
目標に活動を行ってきました。最初に取り組んだ活動は、看護の代表、石田昌弘氏を第二十三回参議院選

に承認された新人候補でした。是が非でも国政にと活動を展開し決起大会や、連盟役員を中心に電話作戦等を行い平成二十五
年七月に参議院選自民党比例第十一位で初当選しました。特定医療行為に係る看護師の研修制度創設や、雪害による第百三
回看護師国家試験の追加等、看護の代表議員としての手腕を発揮され実績を確実に残されています。現在も二期目の当選を最
高得票で獲得され、社会保障政策の代表議員として活躍されています。公的にも「看護職員ひとりひとりの働く環境を改善し、い
い看護ができたという実感を日々 得られる、プライドとプロ意識を持って看護ができる、そんな現場を目指します」と掲げられていま
す。
　実に頼もしく、心強い発言ではないでしょうか。私も役割を終え同時に定年退職を迎えましたが、確実に看護職の社会的評価
も変ってきました。現在、現役で働かれている看護師の方 は々コロナ禍で大変な思いもされていると思います。しかし、安心して希
望を持って使命を果たして下さい。石田昌弘議員は第二百四回厚生労働委員会で「災害級と言われる中で医療従事者も使命感
を持って努力を続けていますが、限界があります。スタッフが燃え尽きないためにも、医療従事者の心を守るんだという政策を進め
るべきです」とひとりひとりの思いを代弁されました。先に述べた通り公約を推進するには、職場の人員確保、処遇の改善、資質の
向上で連盟の役割は必要です今以上に理解され改革推進の協力を衷心より切望します。

「看護連盟支部長の役割を終えて」

　昨年来の新型コロナウイルス感染拡大で緊急事態宣言が延長される等、本県の10万人当たりの感
染者数は、全国1位という深刻な状況にあります。その様な中で、年に一度の通常総会も感染予防の為

に参加人数を制限しての開催になりました。私は、県看護連盟の幹事として3期9年間の役目を終了しましたが、「ベッドサイ
ドから政治を変える！」スローガンのもと、会員の皆様と共に活動できましたことに心より感謝申し上げます。
　看護連盟は、看護協会と役割を分担しながら、協働して活動し看護現場の問題解決を図っていくことです。看護の問題解
決のために政策提言を行い、政治活動をしていくための組織です。そのためには、看護の代表を国会に送り発言してもらわ
ねばなりません。「政治は、生活なり！」私たちの暮らしや　看護を変えていくための組織活動は、益々重要になります。
　沖縄県看護協会の会員は1万人余、看護連盟の会員は3千人余と、組織率は決して良いとは言えません。今後は、一会員
として看護連盟の組織強化・活動に皆様と共に頑張って行きたいと思います。コロナ医療現場でご苦労なさっている仲間の
皆様に敬意を表しますと共に、皆様の健康とご活躍をお祈り申し上げます。ありがとうございました。

「幹事の役割頑張ります」

　新型コロナウイルス感染の終息が見えない中、その状況下で頑張っていらっしゃる会員の皆様に敬意を
表するとともに、皆様の活躍を心強く思います。

　未知のウイルスとの闘いに加え、超高齢化社会が進む中、私たちの役割はさらに重要になってきています。その社会的役割を果
たすためにも、保健・医療・福祉の現場で働く私たち一人ひとりが健康で、やりがいを持ち、働き続けられる環境づくりが重要と
なってきます。看護協会は、看護師のキャリアアップ、働く側と看護を受ける側双方が安心して生活ができる等の政策提言を行い、
看護連盟は、現場の意見を反映し看護協会の政策実現のために、その声を国政に代表を送る役割を担っています。その活動の
成果の一つとして、今回の新型コロナウイルスと闘う看護職への慰労金が支給されました。
　看護の発展のためには、これまで以上に、看護協会と看護連盟が両輪となり、私たちの組織代表を国会に送りこむ必要があり
ます。次年度は、参議院選挙が待っています。
　私は、これまで施設支部として活動してきました。今回、看護連盟幹事という新しい場とチャンスを与えて下さったことに感謝い
たします。2021年度の看護連盟事業計画の重点方針が、「みえる活動・行動する会員・確かな組織づくり」となっています。
　その達成に向け微力ではありますが、組織運営に尽力してまいりますので、ご協力・ご指導宜しくお願いします。看護の力を未来
に繋げるよう、共に前進していきましょう。

「若い世代にも看護連盟活動に参加してほしい」

　会員の皆様には日頃より看護連盟活動にご支援とご協力を賜り感謝申し上げます。また、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、会員の皆様におかれましてもご施設での対応や感染症拡大防止にご尽力いた

だき心から敬意を表します。この度、県幹事に就任いたしました中村啓介と申します。私にとっては大役を仰せつかり身の引き締ま
る思いです。これからも看護連盟に貢献できるよう精一杯頑張りたいと思います。
　これまで私は青年部として数年間活動させていただきました。はじめは少数での活動でしたが、年々仲間が増えていき若手会
員と楽しくポリナビワークショップを開催してきました。青年部で学んだことは、沖縄には諸先輩方が築き上げてこられた誇れる歴
史があり、看護の未来を考えるヒントがあるということです。以前は、看護職として従事していても沖縄県の看護の歴史や国会議員
の活動まで知ることがありませんでした。看護連盟活動を通して看護と政策がとても関連していることや看護の現場の声を届ける
大切さも教わりました。今はさまざまな医療現場での対応や看護職の役割拡大が求められており、看護師の環境も変わっていき
ます。今後は看護の歴史を紡いでいき、若い世代にも看護の未来を語っていただけるようにしたいと思います。今後ともご指導、ご
鞭撻の程をよろしくお願い申し上げます。

沖縄県看護連盟
桑　江　喜代子前幹事

沖縄県看護連盟
翁　長　多代子幹事

沖縄県看護連盟
中　村　啓　介幹事

沖縄県看護連盟
外　間　貴　子監事

中部南支部
曽　根　史　郎前支部長

「看護連盟支部長を終えて」

　今回、看護連盟南部支部支部長の任を終えることになりました。
　任期3年間のうち、約半期以上がコロナ禍にあり、積極的な支部活動に取り組めず、力を発揮することが

出来なかったことを大変申し訳なく思っております。しかし、連盟に関わらせて頂いたことで、諸先輩方と出会い多くのことを学ぶ良
い機会となりました。
　今日、私たち看護職者が安全な環境で働くことができるのは、看護職の代表である国会議員の先生方が現場のあらゆる問題・
課題解決にご尽力されたおかげです。その国会議員の先生方を国会に送り出せたのは、縁の下の力持ちとして看護連盟の功労
があってこそだと思っています。今後もしばらく新型コロナウィルス感染予防をしながらの連盟活動は続くと思われますが、早期の
コロナ終息を願いつつ、役員の方 の々ご活躍をお祈りいたしております。
　今後は一会員として、看護職が抱える様 な々問題の多くは政治的手段によってしか解決できないということを会員・非会員へ浸
透させるべく微力ながら尽力していきたいと思います。

南部支部
徳　山　みゆき前支部長

「新役員を受けて」

　この度、監事の任を受けました外間貴子と申します。改めて責任の重さを感じております。
　私が看護連盟に入会した当初は、看護連盟の組織について理解できていませんでした。看護連盟の活

動に参加していくことで、諸先輩方が看護に対する情熱と熱意をもって取り組んでこられたことの歴史や、様 な々看護現場の問題
を解決するため国政の場で看護の　代表者が活躍されていることも知りました。その学びを活かし、看護連盟の活動について　
理解を深めるために自施設スタッフの看護連盟総会や研修会の参加を促してきました。今後も、継続していきたいと思います。
　今、私たちが働く医療の現場は、これまで経験したことのないCOVID-19感染拡大により不安と恐怖を抱えながらも看護職一
人一人が使命感と責任感をもちながら看護現場で活躍しています。看護職の労働環境が改善され、看護職一人一人がやりがい
をもって働いていけるよう「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」新しいスローガンのもと、一人でも多くの会員数を増やし、現場
の声を届けていけたらと思います。
　まだまだ微力ですが、会長をはじめ諸先輩方にご指導いただきながら精一杯頑張っていく所存です。ご指導・ご鞭撻のほど、宜
しくお願い致します。

令和３年10月 第22号 （11）沖縄県看護連盟だより令和３年10月（10） 第22号 沖縄県看護連盟だより



2021年度　沖縄県看護連盟事業計画
重点方針 ・みえる活動　　・行動する会員　　・確かな組織づくり

１）第26回参議院選挙における組織内候補予定者の支援
２）看護職国会議員の支援
３）公職選挙法の遵守

１）沖縄県選出の国会議員との連携強化

１）沖縄県看護連盟の政策実現力の強化
２）現場の声の把握
３）新型コロナウィルス感染対策に関する政策推進

１）看護対策議員連盟の活動の促進
２）地方議員との情報交換と活動支援
３）地方議会、行政等との情報交流

１）2021年度の会員目標数の設定と目標管理
２）看護連盟入会の促進・退会者の防止
３）賛助会員の入会促進　４）若者層、学生会員の確保
５）OB活動の検討

１）会員に向けた広報活動の強化・充実
２）インターネット広報ツールの活用
３）ナーシングナウキャンペーンへの参加

１）沖縄県看護協会との連携強化

１）若手会員の活性化の促進
１）看護協会以外の関係団体との交流の促進

１）災害発生地への支援

１）会員の安全の保証

１）日本看護連盟及び沖縄県看護連盟内規に基づく対応

１）地方議員候補者の育成
２）地方議員との連携強化

１）日本看護連盟との情報の共有化
２）自律した会員の育成

１）沖縄県看護連盟の規約等に基づいた効率的な運営
２）財政の健全化と適正化
１）支部組織の活動強化・支部役員・リーダーの意識の強化
２）各支部会員のモチベーションの強化

１．看護職国会議員の支援

１．看護協会との連携・協働のさらなる推進

２．広報活動の強化・充実

３．看護連盟の活動の強化及び周知徹底

４．会員の確保対策

５．沖縄県看護連盟の効率的な組織運営

６．支部組織の活動の強化・促進

７．若手会員の育成

１．災害への対応

２．福利厚生への対応

３．諸問題への対応

８．関係団体・関係組織との連携・強化

４．地方議会、地方行政への影響力の強化

５．地方議員の擁立と支援

２．看護政策の実現

３．看護を理解する国会議員の支援

「新支部長を受けて」

　この度、看護連盟中部南支部長という役割を引き受けることになりました、島袋綾子と申しま
す。平成11年に岐阜から沖縄に移り住み、看護師の仕事も続けてまいりました。現在の職場に入

職後に看護連盟に入会し、ここ数年間は支部幹事として微力ではありますが活動してきました。今回は支部長を受け、
身の引き締まる思いです。
　新型コロナウィルス感染症によって、世の中が変化する中、私達、看護師はいつも患者さんに向き合っています。私
達がやりたい看護を実現できるよう、現場から国政に声を届けて行く事が大切な役割だと考えます。その為に、より多
くの看護職に看護連盟という組織を知って、理解していただく事、また一人でも多く会員となっていただけるよう、活動
していければと考えています。先輩方の築いてきた歴史を今後も大切にしながら繋ぎ、役割を果たせるよう取り組んで
いきたいと考えます。まだまだ、力不足だとは思いますが、ご指導のほど、よろしくお願いいたします。

「看護連盟支部役員を受けて」

　「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」看護連盟のスローガンと共に、2021年度なかがみ支部の
活動が開始しました。会員は約600名。私が新人看護師だった頃からより良い看護政策の実現のため

には、看護の代表を国会へ送り出す“看護連盟の活動は重要”だと、先輩方から教えていただきました。
　数年前になりますが、看護職代表の国会議員の先生方が来訪された際、直接、当院の師長会メンバーと意見を交換する
機会がありました。そこでは、「記録が多く残業になる」「認知症の患者さんが安心できる看護が提供できていない」「病棟看
護師による在宅訪問事例」など、様々な課題・取り組みを“ここぞとばかり”に話したことを覚えています。また、国会議員の先
生方からは、「記録を減らします！」「現場の声を聞かせて下さい」と力強い言葉をかけていただきました。
　看護の現場では、高齢化による介護の増加、認知症患者への対応、在院日数短縮による業務効率化の推進、働き方改革
など、様々な課題があります。その課題に対し、認知症ケア加算や入退院支援加算が新設され、看護師の取り組みが診療報
酬として評価されています。また、直近では看護必要度の根拠となる記録削減など、目に見える改善を実感しています。
　より良い看護を提供し、看護職1人ひとりがいきいきと働き続けられるよう、支部として取り組みたいと思います。今後ともよ
ろしくお願いいたします。

なかがみ支部
仲宗根　ゆかり支部長

中部南支部
島　袋　綾　子支部長

南部支部
小　西　智　恵支部長

「看護連盟支部役員を受けて」

　この度、南部支部長という大役を担うことになりました。このような役割を私のような者が務まるのか
不安ですが、引き受けた以上は先輩や皆様からのご教示を仰ぎながら精一杯務めていきたいと思いま

す。早速、沖縄県看護連盟から送られてきた資料と一緒に創立40周年記念誌も一読しました。その中で、現場で働く看護師
の労働環境や待遇を改善するために、看護連盟として国政に声を届けるようと、多くの大先輩方がご尽力された歴史を改め
て知ることができました。そして、このような先輩方の活動が今日の看護連盟の発展につながっていることを再認識すること
ができました。看護連盟が発展し続けていく中で私に何ができるかをしっかり考えて活動をしていきたいと思います。
　今年は、衆議院選挙という大イベントがあります。しかし、若いスタッフにとって、選挙は無関係と思いがちです。そのため、
看護の現場で困っている事やもっと改善してほしいことを声に出すことで変えられることを選挙活動を通して、若いスタッフ
に伝えていきたいと思います。
　現在、コロナ禍における現場の看護師の声が看護連盟の会長や看護職議員の方 を々通して国政に届けられています。常
に医療現場の第一線で働く看護師が、10年後、20年後に働く看護の現場が、更によりよい状況になることを夢見て尽力し
ていきたいと思います。

「ごあいさつ」

　会員のみなさんこんにちは、この度、沖縄県看護連盟青年部長を引き受けました外間順治と申
します。

　青年部活動を通し、日本看護連盟のスローガンにありますように「看護が抱える問題を本質から探り政治を動かし、よりよ
い社会を目指すのは看護の力で健康な社会そのために必要なことは何なのか？」を常に意識し、看護と政治について考える
ことが出来ました。看護師一人ひとりの声が大きな力になり明るい看護の未来、明るい日本の未来づくりが達成できるように
これからもPolitic Navigators Network（以下ポリナビ）活動をはじめ研修会などを計画し、より多くの看護職が政治・政
策について学びの場を提供できるように引き続き頑張っていく所存です。令和2年度はコロナ禍に翻弄され、メンバーが集ま
ることができない中、ZOOMなどを利用しながら会議を開催しながら少しでも前に進もうとした年度でした。
　そのような中で、引き続き青年部メンバーと共に力を合わせ、情熱と行動力を持って、これからも直面する困難を乗り越え、
さらなる飛躍を目指し「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」を実現し、私たちがこの看護という仕事に誇りを持ち、誰もが
働きやすい環境が整備できるように皆様と一緒に頑張っていきたいと思っています。これからも皆さんのご協力、ご指導、ご
鞭撻の程宜しくお願い致します。
　最後に、これまでの青年部の土台を築き上げ、様 な々取り組みをなされた中村前青年部長へ感謝申し上げます。

沖縄県看護連盟青年部
外　間　順　治部長

目的
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令和３年10月 第2２号 （13）沖縄県看護連盟だより令和３年10月（12） 第22号 沖縄県看護連盟だより



2021年度　沖縄県看護連盟事業計画
重点方針 ・みえる活動　　・行動する会員　　・確かな組織づくり

１）第26回参議院選挙における組織内候補予定者の支援
２）看護職国会議員の支援
３）公職選挙法の遵守

１）沖縄県選出の国会議員との連携強化

１）沖縄県看護連盟の政策実現力の強化
２）現場の声の把握
３）新型コロナウィルス感染対策に関する政策推進

１）看護対策議員連盟の活動の促進
２）地方議員との情報交換と活動支援
３）地方議会、行政等との情報交流

１）2021年度の会員目標数の設定と目標管理
２）看護連盟入会の促進・退会者の防止
３）賛助会員の入会促進　４）若者層、学生会員の確保
５）OB活動の検討

１）会員に向けた広報活動の強化・充実
２）インターネット広報ツールの活用
３）ナーシングナウキャンペーンへの参加

１）沖縄県看護協会との連携強化

１）若手会員の活性化の促進
１）看護協会以外の関係団体との交流の促進

１）災害発生地への支援

１）会員の安全の保証

１）日本看護連盟及び沖縄県看護連盟内規に基づく対応

１）地方議員候補者の育成
２）地方議員との連携強化

１）日本看護連盟との情報の共有化
２）自律した会員の育成

１）沖縄県看護連盟の規約等に基づいた効率的な運営
２）財政の健全化と適正化
１）支部組織の活動強化・支部役員・リーダーの意識の強化
２）各支部会員のモチベーションの強化

１．看護職国会議員の支援

１．看護協会との連携・協働のさらなる推進

２．広報活動の強化・充実

３．看護連盟の活動の強化及び周知徹底

４．会員の確保対策

５．沖縄県看護連盟の効率的な組織運営

６．支部組織の活動の強化・促進

７．若手会員の育成

１．災害への対応

２．福利厚生への対応

３．諸問題への対応

８．関係団体・関係組織との連携・強化

４．地方議会、地方行政への影響力の強化

５．地方議員の擁立と支援

２．看護政策の実現

３．看護を理解する国会議員の支援

「新支部長を受けて」

　この度、看護連盟中部南支部長という役割を引き受けることになりました、島袋綾子と申しま
す。平成11年に岐阜から沖縄に移り住み、看護師の仕事も続けてまいりました。現在の職場に入

職後に看護連盟に入会し、ここ数年間は支部幹事として微力ではありますが活動してきました。今回は支部長を受け、
身の引き締まる思いです。
　新型コロナウィルス感染症によって、世の中が変化する中、私達、看護師はいつも患者さんに向き合っています。私
達がやりたい看護を実現できるよう、現場から国政に声を届けて行く事が大切な役割だと考えます。その為に、より多
くの看護職に看護連盟という組織を知って、理解していただく事、また一人でも多く会員となっていただけるよう、活動
していければと考えています。先輩方の築いてきた歴史を今後も大切にしながら繋ぎ、役割を果たせるよう取り組んで
いきたいと考えます。まだまだ、力不足だとは思いますが、ご指導のほど、よろしくお願いいたします。

「看護連盟支部役員を受けて」

　「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」看護連盟のスローガンと共に、2021年度なかがみ支部の
活動が開始しました。会員は約600名。私が新人看護師だった頃からより良い看護政策の実現のため

には、看護の代表を国会へ送り出す“看護連盟の活動は重要”だと、先輩方から教えていただきました。
　数年前になりますが、看護職代表の国会議員の先生方が来訪された際、直接、当院の師長会メンバーと意見を交換する
機会がありました。そこでは、「記録が多く残業になる」「認知症の患者さんが安心できる看護が提供できていない」「病棟看
護師による在宅訪問事例」など、様々な課題・取り組みを“ここぞとばかり”に話したことを覚えています。また、国会議員の先
生方からは、「記録を減らします！」「現場の声を聞かせて下さい」と力強い言葉をかけていただきました。
　看護の現場では、高齢化による介護の増加、認知症患者への対応、在院日数短縮による業務効率化の推進、働き方改革
など、様々な課題があります。その課題に対し、認知症ケア加算や入退院支援加算が新設され、看護師の取り組みが診療報
酬として評価されています。また、直近では看護必要度の根拠となる記録削減など、目に見える改善を実感しています。
　より良い看護を提供し、看護職1人ひとりがいきいきと働き続けられるよう、支部として取り組みたいと思います。今後ともよ
ろしくお願いいたします。

なかがみ支部
仲宗根　ゆかり支部長

中部南支部
島　袋　綾　子支部長

南部支部
小　西　智　恵支部長

「看護連盟支部役員を受けて」

　この度、南部支部長という大役を担うことになりました。このような役割を私のような者が務まるのか
不安ですが、引き受けた以上は先輩や皆様からのご教示を仰ぎながら精一杯務めていきたいと思いま

す。早速、沖縄県看護連盟から送られてきた資料と一緒に創立40周年記念誌も一読しました。その中で、現場で働く看護師
の労働環境や待遇を改善するために、看護連盟として国政に声を届けるようと、多くの大先輩方がご尽力された歴史を改め
て知ることができました。そして、このような先輩方の活動が今日の看護連盟の発展につながっていることを再認識すること
ができました。看護連盟が発展し続けていく中で私に何ができるかをしっかり考えて活動をしていきたいと思います。
　今年は、衆議院選挙という大イベントがあります。しかし、若いスタッフにとって、選挙は無関係と思いがちです。そのため、
看護の現場で困っている事やもっと改善してほしいことを声に出すことで変えられることを選挙活動を通して、若いスタッフ
に伝えていきたいと思います。
　現在、コロナ禍における現場の看護師の声が看護連盟の会長や看護職議員の方 を々通して国政に届けられています。常
に医療現場の第一線で働く看護師が、10年後、20年後に働く看護の現場が、更によりよい状況になることを夢見て尽力し
ていきたいと思います。

「ごあいさつ」

　会員のみなさんこんにちは、この度、沖縄県看護連盟青年部長を引き受けました外間順治と申
します。

　青年部活動を通し、日本看護連盟のスローガンにありますように「看護が抱える問題を本質から探り政治を動かし、よりよ
い社会を目指すのは看護の力で健康な社会そのために必要なことは何なのか？」を常に意識し、看護と政治について考える
ことが出来ました。看護師一人ひとりの声が大きな力になり明るい看護の未来、明るい日本の未来づくりが達成できるように
これからもPolitic Navigators Network（以下ポリナビ）活動をはじめ研修会などを計画し、より多くの看護職が政治・政
策について学びの場を提供できるように引き続き頑張っていく所存です。令和2年度はコロナ禍に翻弄され、メンバーが集ま
ることができない中、ZOOMなどを利用しながら会議を開催しながら少しでも前に進もうとした年度でした。
　そのような中で、引き続き青年部メンバーと共に力を合わせ、情熱と行動力を持って、これからも直面する困難を乗り越え、
さらなる飛躍を目指し「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」を実現し、私たちがこの看護という仕事に誇りを持ち、誰もが
働きやすい環境が整備できるように皆様と一緒に頑張っていきたいと思っています。これからも皆さんのご協力、ご指導、ご
鞭撻の程宜しくお願い致します。
　最後に、これまでの青年部の土台を築き上げ、様 な々取り組みをなされた中村前青年部長へ感謝申し上げます。

沖縄県看護連盟青年部
外　間　順　治部長

目的

政
治
力・政
策
実
現
力
の
強
化

組
織
力
の
強
化･

拡
大

会
員
の

福
祉
の
充
実

目　　標 方　　針

令和３年10月 第2２号 （13）沖縄県看護連盟だより令和３年10月（12） 第22号 沖縄県看護連盟だより



2020年度・2021年度　沖縄県看護連盟　支部別会員数
2021年10月1日現在

北

　部

支部名 施　設　名
県立北部病院
北部保健所　
北部地区医師会病院　
もとぶ野毛病院
名桜大学
ちゅら海クリニック
個人会員

2020年
18

37
3

3

61

16
1
35
3
1
2

58

2021年

計

那

　覇

沖縄南部療育医療センター
オリブ山病院　
小禄病院
沖縄県病院事業局病院事業総務課
那覇市立病院
大浜第一病院　
沖縄赤十字病院
大道中央病院
おもろまちメディカルセンター
田崎病院
自衛隊那覇病院
おもと会統括本部
介護老人保健施設禄寿園
かなさん訪問看護ステーション
オリブ山在宅支援局
医療法人グループホーム末吉
医療法人HSRふれあいリハ
看護小規模多機能型居宅介護末吉
おもろ日の出園
個人会員

支部名 施　設　名 2020年
9
6
4
2

70
62
1
7
1
1
3
1
1
1

23
192

9
5

2
1
70
54

1

3
1

1
1
1
1
1
11
162

2021年

計

南

　部

公益社団法人沖縄県看護協会
おもと会沖縄看護専門学校
県立南部医療センター・こども医療センター
県立精和病院
南部徳洲会病院
南部保健所
琉球大学病院　
大浜第二病院　
与那原中央病院　
沖縄メディカル病院
アドベンチストメディカルセンター
西崎病院
沖縄リハビリテーション福祉学院
介護老人保健施設真徳苑
介護老人保健施設サクラビア
認知症対応型共同生活介護とことん
個人会員

5
10
37
7
286

159
15
12
13
3
4
1

1
1
43
597

6
15
31
3
331
0
138
16
14
14

4
1
1

1
13
588計

中
部
北

沖縄中央病院　
県立中部病院　
平和病院
いずみ病院
訪問看護ステーション青空
個人会員

8
21
7
6
4
8
54

9
13
7
3
4
8
44計

な
か
が
み

中頭病院　
ちばなクリニック
訪問看護ステーションなかがみ

546
68
9
623

548
64
8
620計

中

　部

　南

新垣病院
中部徳洲会病院
名嘉病院
沖縄中部療育医療センター
海邦病院
宜野湾記念病院
沖縄リハビリテーションセンター病院
翔南病院
よみたんクリニック
徳洲会ハンビークリニック
沖縄県助産師会母子未来センター
北上中央病院
訪問看護ステーションリアンlien
北谷病院
個人会員

24
358
1
12
43
3
1
3
1
1
2
1
1
2
27
480

19
369
1
11
41
3
1
3
1
1
2
1
1

26
480計

ハ
ー
ト

ラ
イ
フ

ハートライフ病院　 394
394

402
402計

浦

　添

同仁病院
牧港中央病院
嶺井第一病院
介護医療院にしばる
嶺井リハビリ病院
穴吹学園穴吹医療大学校
個人会員

2
93
50
20
42
1
10
218

4
85
65
20
44
1
9
228計

浦
添
第
二

浦添総合病院　
つるかめ訪問看護ステーション
アルカディア

93
1
1
95

70

1
71計

総　合　計

賛助会員数

個人会員(再計）

特別会員(再計）
3,132

30

122

1
3,088

26

76

2

八
重
山

沖縄県立八重山病院
かりゆし病院
有）福祉ネットワーク・やえやま
石垣島徳洲会病院
個人会員

25
7
1
11
4
48

20
6
1
18
45
50計

宮

　古

県立宮古病院
訪問看護ステーションみやこ
宮古島徳洲会病院
訪問看護ステーションサンライズ
個人会員

23
2
7
9
7
48

24
3
8
8
4
47計

友
愛
会

豊見城中央病院
老人介護保健施設友愛園
豊見城中央病院附属健康管理センター
友愛医療センター
豊崎クリニック

70
2
5
244
1
322

75
2
5
256

338計

「沖縄県認定看護師研修支援事業」についての
意見交換会

　2021年5月に「沖縄県認定看護師研修支援事業（地域医療介
護総合確保基金事業）」に寄せられた「現場の声」に基づいて、沖縄
県看護連盟役員と新垣県会議員・大嶺那覇市議会議員・沖縄県保
健医療部担当者と、課題解決に向けた意見交換会を行いました。
　お忙しい中、貴重なお時間を頂きましてありがとうございました。 広報委員／福原美恵子・與座基子・中村洋子

外間順治・仲里艶子

コロナ禍が長引く中、ZOOMの環境を整えたり、
イベントの人数制限をしたり、模索しながら連盟
活動を止めることなく、進めていこうと考えてい
ます。厳しい日々ですが、皆様の応援、ご指導よ
ろしくお願いします。

編 集 後 記

連盟会員大募集！
看護協会の目的達成に向けて一緒に活動しましょう!

日本看護連盟本部会費
沖縄県看護連盟会費

5,000円
3,000円

看護学生会員：無料

目 標
4000名

正会員 会費 8,000円

賛助会員 会費 1,000円

日　時／2021年11月20日（土）　14時～16時
会　場／ロワジールホテル那覇

2021年度 ポリナビワークショップin沖縄
コロナ禍において、医療の現場に見えた課題と解決策への一歩
～現場のスタッフが必要性を感じた支援のありがたみ、感謝を伝えたい～

研修会のお知らせ

テーマ

1

日　時／2022年1月14日（金）　15時～16時30分
会　場／沖縄県看護研修センター
演　題／看護政策について「法律ができるまで」
講　師／日本看護協会 参与　友納 理緒（とものう りお）先生

2021年度 沖縄県看護協会・
看護連盟共催 研修会

2

令和３年10月 第22号 （15）沖縄県看護連盟だより令和３年10月（14） 第22号 沖縄県看護連盟だより



2020年度・2021年度　沖縄県看護連盟　支部別会員数
2021年10月1日現在

北

　部

支部名 施　設　名
県立北部病院
北部保健所　
北部地区医師会病院　
もとぶ野毛病院
名桜大学
ちゅら海クリニック
個人会員

2020年
18

37
3

3

61

16
1
35
3
1
2

58

2021年

計

那

　覇

沖縄南部療育医療センター
オリブ山病院　
小禄病院
沖縄県病院事業局病院事業総務課
那覇市立病院
大浜第一病院　
沖縄赤十字病院
大道中央病院
おもろまちメディカルセンター
田崎病院
自衛隊那覇病院
おもと会統括本部
介護老人保健施設禄寿園
かなさん訪問看護ステーション
オリブ山在宅支援局
医療法人グループホーム末吉
医療法人HSRふれあいリハ
看護小規模多機能型居宅介護末吉
おもろ日の出園
個人会員

支部名 施　設　名 2020年
9
6
4
2

70
62
1
7
1
1
3
1
1
1

23
192

9
5

2
1
70
54

1

3
1

1
1
1
1
1
11
162

2021年

計

南

　部

公益社団法人沖縄県看護協会
おもと会沖縄看護専門学校
県立南部医療センター・こども医療センター
県立精和病院
南部徳洲会病院
南部保健所
琉球大学病院　
大浜第二病院　
与那原中央病院　
沖縄メディカル病院
アドベンチストメディカルセンター
西崎病院
沖縄リハビリテーション福祉学院
介護老人保健施設真徳苑
介護老人保健施設サクラビア
認知症対応型共同生活介護とことん
個人会員

5
10
37
7
286

159
15
12
13
3
4
1

1
1
43
597

6
15
31
3
331
0
138
16
14
14

4
1
1

1
13
588計

中
部
北

沖縄中央病院　
県立中部病院　
平和病院
いずみ病院
訪問看護ステーション青空
個人会員

8
21
7
6
4
8
54

9
13
7
3
4
8
44計

な
か
が
み

中頭病院　
ちばなクリニック
訪問看護ステーションなかがみ

546
68
9
623

548
64
8
620計

中

　部

　南

新垣病院
中部徳洲会病院
名嘉病院
沖縄中部療育医療センター
海邦病院
宜野湾記念病院
沖縄リハビリテーションセンター病院
翔南病院
よみたんクリニック
徳洲会ハンビークリニック
沖縄県助産師会母子未来センター
北上中央病院
訪問看護ステーションリアンlien
北谷病院
個人会員

24
358
1
12
43
3
1
3
1
1
2
1
1
2
27
480

19
369
1
11
41
3
1
3
1
1
2
1
1

26
480計

ハ
ー
ト

ラ
イ
フ

ハートライフ病院　 394
394

402
402計

浦

　添

同仁病院
牧港中央病院
嶺井第一病院
介護医療院にしばる
嶺井リハビリ病院
穴吹学園穴吹医療大学校
個人会員

2
93
50
20
42
1
10
218

4
85
65
20
44
1
9
228計

浦
添
第
二

浦添総合病院　
つるかめ訪問看護ステーション
アルカディア

93
1
1
95

70

1
71計

総　合　計

賛助会員数

個人会員(再計）

特別会員(再計）
3,132

30

122

1
3,088

26

76

2

八
重
山

沖縄県立八重山病院
かりゆし病院
有）福祉ネットワーク・やえやま
石垣島徳洲会病院
個人会員

25
7
1
11
4
48

20
6
1
18
45
50計

宮

　古

県立宮古病院
訪問看護ステーションみやこ
宮古島徳洲会病院
訪問看護ステーションサンライズ
個人会員

23
2
7
9
7
48

24
3
8
8
4
47計

友
愛
会

豊見城中央病院
老人介護保健施設友愛園
豊見城中央病院附属健康管理センター
友愛医療センター
豊崎クリニック

70
2
5
244
1
322

75
2
5
256

338計

「沖縄県認定看護師研修支援事業」についての
意見交換会

　2021年5月に「沖縄県認定看護師研修支援事業（地域医療介
護総合確保基金事業）」に寄せられた「現場の声」に基づいて、沖縄
県看護連盟役員と新垣県会議員・大嶺那覇市議会議員・沖縄県保
健医療部担当者と、課題解決に向けた意見交換会を行いました。
　お忙しい中、貴重なお時間を頂きましてありがとうございました。 広報委員／福原美恵子・與座基子・中村洋子

外間順治・仲里艶子

コロナ禍が長引く中、ZOOMの環境を整えたり、
イベントの人数制限をしたり、模索しながら連盟
活動を止めることなく、進めていこうと考えてい
ます。厳しい日々ですが、皆様の応援、ご指導よ
ろしくお願いします。

編 集 後 記

連盟会員大募集！
看護協会の目的達成に向けて一緒に活動しましょう!

日本看護連盟本部会費
沖縄県看護連盟会費

5,000円
3,000円

看護学生会員：無料

目 標
4000名

正会員 会費 8,000円

賛助会員 会費 1,000円

日　時／2021年11月20日（土）　14時～16時
会　場／ロワジールホテル那覇

2021年度 ポリナビワークショップin沖縄
コロナ禍において、医療の現場に見えた課題と解決策への一歩
～現場のスタッフが必要性を感じた支援のありがたみ、感謝を伝えたい～

研修会のお知らせ

テーマ

1

日　時／2022年1月14日（金）　15時～16時30分
会　場／沖縄県看護研修センター
演　題／看護政策について「法律ができるまで」
講　師／日本看護協会 参与　友納 理緒（とものう りお）先生

2021年度 沖縄県看護協会・
看護連盟共催 研修会

2

令和３年10月 第22号 （15）沖縄県看護連盟だより令和３年10月（14） 第22号 沖縄県看護連盟だより
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